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魚島大運動会 9月12日(土)　　

弓削中学校運動会 9月13日(日)　

弓削高校運動会　　5月16日(土)　　
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いわぎ秋季大運動会　9月19日(土)　

弓削秋季大運動会 9月20日(日) いきな秋季大運動会 9月20日(日)　　
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① 空久保遺跡第 1 次発掘調査現地見学会
② 令和８年９月 22 日（火・国民の休日）　
　　　　　　　　　10：00～12：00　晴れ
③ 上島町岩城 971 番地１、同 975 番地
④ 参加者　25 名

空久保遺跡  空久保遺跡・積善山遺跡 位置図　

９月22日（火・国民の休日）に、岩城島にある空久保遺跡において、愛媛大学法文学部考古学研究室と上島
町教育委員会による空久保遺跡第1次発掘調査現地見学会が開催されました。

空久保遺跡は、岩城島の積善山から南へ続く丘陵上、標高約70～80ｍの地点にある遺跡です。これまで郷土史家の
児島公尊さん（故人）によって、果樹園やその周辺で今から約2,100年前の弥生時代中期中葉の弥生土器とともに多くの
サヌカイト製の石鏃や剥片が採集されてきました。岩城島の北西に位置する広島県尾道市の生口島でもこの時代の多くの
遺跡が標高70～80ｍ付近の見晴らしのよい斜面に立地しています。　

空久保遺跡第1次発掘調査現地見学会　

【積善山の南麓にある空
そ ら く ぼ

久保遺跡】
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空久保遺跡における遺構や遺物包含層（土器や石器などを含む層）の有無と遺跡の残存状況を確認することを主な目
的に、９月14日（月）から26日（土）まで発掘調査を行いました。昨年度は同じ弥生時代の遺跡として知られる積善山山
頂にある積善山遺跡での発掘調査を実施しました。本調査では、その成果も踏まえて弥生時代における岩城島の土地利用
を考えるための基礎資料を得ることを目指しました。

調査では、弥生時代中期中葉の弥生土器をはじめ、磨製石斧や石鏃に加えて、石器を製作する際に剥ぎ取られた石片（剥
片）や剥ぎ取られた残りの石の塊（石核）が出土しました。剥片や石核は、この周辺で石器が作られたことを示しており、
岩城島の弥生人が積善山の山腹で営んだ生活の一端を知る手がかりとなりました。

調査の後半に開催した現地見学会では、発掘調査箇所や出土遺物を公開するとともに、児島公尊さんが空久保遺跡で
採集した弥生土器や石鏃などを展示しました。当日は秋の大型連休の期間中でもあり、町内外からの多くの見学者が本遺
跡を訪れました。

見学者は、柑橘畑や山林である場所に弥生時代の遺跡があることに驚き、学生さんからの遺跡や出土遺物の説明に耳
を傾け、いにしえの郷土の姿に思いを馳せました。

今後も海と山に囲まれた立地にある空久保遺跡の調査を継続して実施し、岩城島の弥生時代における生活様式や環境
を明らかにする計画です。　

発掘調査風景⑤ 発掘調査風景⑥

発掘調査風景③ 発掘調査風景④

【発掘調査と現地見学会】

発掘調査風景① 発掘調査風景②
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健康だより健康だより 生名支所健康推進課 ☎7４‒0911
魚島保健福祉センター ☎74―1120

実践目標　：　１年に１回　歯科健診・歯科相談を受けよう、自分の歯や口を大事にしよう

健 康に関 するご 相 談 や 健 診 の 詳 細については、健 康 推 進 課 ☎ 74 - 0911までお問い合わせください。

節目年齢の方を対象に ５００円  で受けられる 歯科健診 を実施しています。
　　対象者：上島町に住所を有する 20.25.30.35.40.45.50.55.60.65.70 歳（年齢基準日：令和９年３月31日）
　　 治療が必要な場合、治療費は全額自己負担になります。

令和８年度　成人歯科健 診

委託医療機関※に直接予約　　※岩城歯科診療所、因島内の歯科医院

受診　　次の書類をご持参ください。
　　　　　　① クーポン（対象者には送付済み）
　　　　　　② マイナ保険証

◎受診者の平均年齢　：51.4 歳　　　　　　 ◎各問診の平均および割合
◎受診者一人当たりの平均値　

健 全歯数 処置歯数 現在全歯数

１５. 5 本 １１. 0 本 ２７. 4 本

1日の歯みがき回数 ２.６回

補助的清掃具（デンタルフロスや歯間ブラシ）の使用 ７２％

歯周病と生活習慣 病の関係を知っている ７２％

むし歯菌は、箸などの共有でうつることを知っている ５６％

喫煙の歯周病への影響があることを知っている ３２％

◎健診の各項目の割合　　　

むし歯（未処置）がある者の平均むし歯数：3.6 本　　
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・起床時　・就寝前　
・テレビのCMが流れる間
・トイレの後　・お湯を沸かす間
・電子レンジを使う間　・歯みがき中　　など

・肩回し　
・「パタカラ」発声　　
・スクワット
・かかと落とし　
・背伸び
・座位からの立ちあがり　
・足踏み·もも上げ
・体ひねり　・足首の運動　など　

11月 健康相談・各種教室・健診ガイド
★印は、健康ポイント10 Ｐ獲得できます　 元気アップ体操

弓削地区

生名地区

健康相談★

 17日(火） 10:00 ～ 11:30 魚島地域交流センター

魚島地区

健康相談★

5日(木) 10:00 ～ 11:00 岩城総合支所２階

デイケア★

25日(水) 13:30 ～ 15:00 岩城保健センター　

岩城地区

弓削保健センタープレイルーム開放日

毎週金曜 9:00 〜 15:00 弓削保健センター

健康相談★

10日(火) 9:30 〜 10:30 　せとうち交流館

秋の特定健診・がん検診★

11日(水) 9:00 〜 11:30  せとうち交流館

◆おすすめのタイミング

５歳児健診

 18日(水) 受付①　　
受付②

12：00～
12：30～ 生名保健センター

健康相談★
 20日(金) 10:00 ～ 11:00 生名総合支所
まめちびクラブ★
 24日(火) 10:00 ～ 11:30 生名保健センター

Ｃ Ａ Ｔ Ｖ 11 チ ャ ン ネ ル で
火・木・土　13時・18時 放 映 中！

◆おすすめのちょっと運動 （1回30秒程度）

地
域
の
「
集
い
の
場
」
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

町
内
の
各
地
区
に
は
、
民
間
主

体
で
行
っ
て
い
る
健
康
づ
く
り
の

「
集
い
の
場
」
が
多
数
あ
り
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
こ

う
し
た
地
域
資
源
の
情
報
を
ま
と

め
て
住
民
の
皆
さ
ま
に
紹
介
・
案

内
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
☎ 

７
６-

２
２
６
１

※
集
い
の
場
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た

「
ふ
だ
ん
の
く
ら
し
の
し
あ
わ
せ

ガ
イ
ド
」
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が

よ
く
立
ち
寄
る
場
所
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
上
島
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
、
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。　

ーすきま時間体操ー

　「健康増進法」では、「国民は、健康な生活習慣の
重要性に対する関心と理解を深め、生涯にわたって、
自らの健康状態を自覚するとともに、健康の増進に努
めなければならない」とあります。つまり、健康でいるこ
とは個人の責務であり、同時に社会全体を支える重
要な役割でもあるのです。
　一人ひとりが「健康は自分で守る」意識を持ち、今
日からできることを始めましょう。
　生活の中に、ちょっと運動をするタイミングをつくる
のもおすすめです。 ０(ゼロ)より１を積み重ねましょう。

あ なた の
健 康 は
社 会 の 宝 で す
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島おこし協力隊活動日記

　
　弓削高校魅力化コーディネータ
ーの河村です。今年も、来年度のゆ
めしま寮入寮生募集が11月から始
まり、生徒の全国募集活動は佳境
を迎えています。8月に東京で開催
された「地域みらい留学 東京対面
説明会」では、2日間で過去最多と
なる45組が弓削高校ブースを訪れ
ました。高校の魅力をしっかりとお
伝えすることができ、“弓削高”へ
の注目の高さをあらためて感じた2

日間となりました。また、春先から
毎週月・金曜日を中心に実施してき
たオンライン学校説明会でも、多い
日には10組以上の生徒・保護者に
ご参加いただきました。今年の入寮
応募者は、例年より一段と多くなる
ことを期待しています。
　私の協力隊としての任期は、早
いもので来年1月末まで残り3か月
となりました。春に入学してくる生
徒の皆さんと直接お会いすること
は叶いませんが、募集活動やこれま
での業務を最後まで丁寧にやり遂
げ、高校魅力化プロジェクトのバト
ンをしっかりとつないでいきたいと
考えています。これまで仕事や生活
面で支えてくださった町内の皆さま
には、心より感謝申し上げます。協
力隊に就任する前から、「地域の課

題解決」と「収益の安定化」を両立
する事業を創り、軌道に乗せ、社会
に貢献することが私の夢でした。退
任後は町内で起業準備を進めてい
く予定です。具体的な内容について
は、何らかの形で皆さまにお伝えで
きればと思います。一日でも早く計
画を形にし、よりよい地域、よりよ
い町づくりのために精一杯励んでま
いります。どうか温かく見守ってい
ただけますと幸いです。今後ともよ
ろしくお願いいたします。

協力隊活動、ラストスパート　

高
校
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

　
　

 

河
村　
俊
秀

高校魅力化コーディネーター　

▲ 盛況だった東京での対面説明会（8月）

　今回は、私が肌で感じている上
島町の魅力を言語化しました。
日々感じていることと照らし合わ
せながらご一読いただけますと幸
いです。
　まず、目で感じる魅力。「空の
広さと明るさ」　上島町の主要道
路は、島の外周であるため、景色
の片側半分が空と海。空から降り
注ぐ太陽光を海という鏡が反射す
ることで、町内をより多くの光で
照らしているため明るく感じられ
ると思います。
　次に、耳や肌から感じる魅力。

「静けさと心地よさ」　上島町に
来ると睡眠の質が良くなった。と
感じます。それは夜の町の静け
さ。あと直接耳に聞こえない地面
から伝わってくる長周期の振動
が、本州や四国に比べて少ないこ
と(新幹線の通過する際の振動や風
力発電の翼が回転する時の振動)。
島では海が揺れを吸収してくれる
ことが、心地よさにつながってい
るのではないでしょうか。
　そして、口から感じる魅力。
「旬の恵み」　その時期に大地と
太陽から最も多くのエネルギーを
受け取ることができる野菜や果
実、海鮮、つまり旬のものを頂く
ことが自然と暮らしの中にあり、
島では食材の旬を感じやすいで
す。旬が来て、そしてピークアウ
トして次へとバトンタッチしてい
く。その時期にそれが魅力である

と思います。
　これらの感覚を通して味わえる
町の魅力を、サイクリングや観光
という切り口で、一人でも多くの
方へお伝えできればと思っており
ます。
　最後に、11月8日は愛媛県サイ
クリングの日です。ベストシーズ
ンのひとつである11月に、上島
町の魅力を味わいながらサイクリ
ングを楽しみましょう。　　　　
※第３回自転車ゆめしま会議は
11月28日(土)の開催を予定して
おります。

「私から見た上島町の魅力」サイクリング・観光振興

サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
観
光
振
興　

　
　
　
　
西
島　
孝
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験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

後
半
に
は
U
N
O
を
行
い
、
教
え

て
も
ら
っ
た
英
語
表
現
も
使
い
な
が

ら
交
流
し
ま
し
た
。
外
国
の
方
が
話

す
英
語
を
聞
く
こ
と
は
、
生
徒
た
ち

に
と
っ
て
難
し
い
部
分
も
あ
り
ま
し

た
が
、
緊
張
し
な
が
ら
も
一
生
懸
命

英
語
で
自
分
の
思
い
を
伝
え
よ
う
と

す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
2
回
は
、
E
N
G
A
W
A
で
日

本
文
化
を
紹
介
し
ま
し
た
。
駄
菓
子

を
一
緒
に
食
べ
た
り
、
折
り
紙
や
オ

セ
ロ
な
ど
の
日
本
の
遊
び
を
体
験
し

た
り
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

特
に
盛
り
上
が
っ
た
の
が
、
チ
ー
ム

対
抗
で
折
り
鶴
の
折
り
方
を
英
語
だ

け
で
説
明
す
る
ゲ
ー
ム
で
す
。
適
切

な
英
単
語
が
思
い
浮
か
ば
な
い
場
面

で
も
、
身
振
り
手
振
り
を
交
え
な
が

ら
、
何
と
か
相
手
に
伝
え
よ
う
と
試

行
錯
誤
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
英

語
は「
正
し
く
話
す
こ
と
」よ
り
も「
相

手
に
伝
え
よ
う
と
す
る
気
持
ち
」
が

大
切
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
座

学
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
実
践
的
な

島おこし協力隊ミッション ミニコラム

島
お
こ
し
協
力
隊
ミ
ッ
シ
ョ
ン  

ミ
ニ
コ
ラ
ム 

41

　
ゆ
め
し
ま
未
来
塾
の
髙
木
で
す
。

　
早
い
も
の
で
、
着
任
か
ら
1
年
が

経
ち
ま
し
た
。
上
島
町
で
の
生
活
に

も
す
っ
か
り
慣
れ
、
日
々
、
美
し
い

海
に
癒
や
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

9
月
、
ゆ
め
し
ま
未
来
塾
で
は
、

弓
削
高
校
と
の
連
携
事
業
と
し
て
、

南
ア
フ
リ
カ
か
ら
来
町
さ
れ
た
2
名

の
方
を
お
迎
え
し
、
弓
削
高
校
の

A
L
T
で
あ
る
ジ
ョ
シ
ュ
ア
先
生

の
ご
協
力
の
下
、
全
2
回
の
国
際
交

流
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

回
の
テ
ー
マ
は
、
第
1
回
を「
南
ア

フ
リ
カ
を
知
ろ
う
」、第
2
回
を「
日

本
文
化
を
紹
介
し
よ
う
」
と
し
、
互

い
の
文
化
に
触
れ
な
が
ら
、
英
語
で

交
流
す
る
機
会
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
第
1
回
で
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
文

化
や
歴
史
、言
葉
、有
名
な
食
べ
物
、

ゲ
ス
ト
の
お
二
人
の
出
身
地
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
は
興
味
深
そ
う
に
話
を
聞

き
、
南
ア
フ
リ
カ
の
お
菓
子
を
実
際

に
味
わ
う
な
ど
、
普
段
の
学
校
生
活

で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
異
文
化
体

ゆめしま未来塾
髙木　大地

「
今
年
度
も
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
！
」

経
験
を
通
し
て
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ALTコーナー /観光協会だより

上島町の第一印象

　皆さん、こんにちは！マルコです
（苗字はトランダフィロフスキーで
す。もしお会いする機会があれば、
ぜひ下の名前で呼んでください）。
私は22歳で、ケンブリッジ大学を
卒業したばかりです。大学では「ア
ングロサクソン、北欧、ケルト学」
という、あまり知られていないけれ
ど人気の高いコースを専攻しました

（ヨーロッパの中世の言語と文学な
どです）。
　これまで人生のほとんどをロンド
ンの煤煙（ばいえん）とスモッグの
中で過ごしてきました。この環境か
ら一転、上島町のきらめく海と雲一
つない空が美しく気分を一新する

ことができました。 
　８月に来日し、まだ生活に馴染ん
でいない中で、自分の興味を追求
できる機会に恵まれ、とてもうれし
く思っています。特に魅力的だった
のは、さまざまな地元の伝統行事と、
それにともなう歌や踊りでした。魚
島の運動会で「テンテコ踊り」に参
加できたのは大変楽しかったです
し、生徒から「イサメ」という古風
な歌の歌詞を教えていただきまし
た。
　さらに、私が好きな神聖な建物
において「高浜八幡神社」の厳粛な
佇まいに満足感を覚えました。　
　また、私の大好物である美味し

い魚にも事欠きませんでした。 
　行く先々で島の人々の親切さに
心を打たれ、これから時間をかけて
その思いはますます強くなることで
しょう。
　皆さまの温かい歓迎に心から感
謝申し上げます。

弓削	月 19:30 ～ 弓削地域交流センター
生名	月 10:30 ～ 生名３分団集会所
岩城	木	 19:30 ～ 岩城総合支所庁舎

英会話教室

魚島・弓削地区担当
トランダフィロフスキー・マルコ・エドワード
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9月27日（日）、自然や健康をテーマにした「かみじ
まリトリートDAY2026」を開催しました。

当日はあいにくの雨となったため、屋外開催予定だっ
たプログラムを急きょせとうち交流館に変更しましたが、
マルシェをはじめ各種プログラムに、たくさんの方がご
来場くださいました。

ロビーで開催した「しま・からだ喜ぶマルシェ」では、
飲食をはじめ、ヘッドマッサージなど、さまざまな出店が
並び、来場者の皆さんに好評でした。

午後のサイレント映画上映では、ピアノの生演奏に合
わせて上映された作品に、会場からは笑い声が。お子
さんから年配の方、外国の方まで、年齢や国籍を越え
て一緒に映画を楽しむ、温かな時間となりました。「島
では映画を見る機会がほとんどないので、こうした機会
はうれしい」、「映画に引き込まれて、効果音がピアノ
だけだったことを途中まで忘れていた」といった感想を
いただきました。

最後のアイリッシュミュージックライブでは、多目的ホ
ールいっぱいに音楽が響き、参加者みんなで輪になっ
て踊るなど、大いに盛り上がりました。

また、「外での開催もいいけれど、室内なら子どもが

か み じ まリトリ ート D A Y 2 0 2 6 を 開 催 し まし た！

目の届く範囲にいるので、安心して自分も楽しめる」
「毎年リトリートを楽しみにしています」といった声も聞か
れました。

雨による会場変更となりましたが、たくさんの笑顔と交
流が生まれる一日となりました。ご来場いただいた皆さ
ん、出演者、出店者、運営にご協力いただいた皆さん、
ありがとうございました。



LETTERS FROM SCHOOL 

起業部　壱岐島遠征
　本校の起業部（株式会社 弓削
KoCo.）が、姉妹校である壱岐商
業高校との交流や「壱岐エテマル
シェ2026」への参加のため、８
月28日（金）～30日（日）長崎県
壱岐島を訪問しました！

 「壱岐エテマルシェ2026」で
は、弓削KoCo.の商品に加え、弓
削海苔や芋菓子など上島町の特産
品を販売し、上島町のPR活動も
行いました。壱岐のみなさまとの

交流や新たな出会いを通して、普
段の活動では得られない多くの刺
激を受けることができました。今
回の遠征で得た経験を、今後の起
業部の活動や地域とのつながりに
生かしていきます！
宮島遠足
　９月４日（金）、遠足を実施
し、広島県の宮島を訪れました。

　当日は、厳島神社や大鳥居など
の歴史的な景観に触れながら、宮
島の自然や文化を楽しみました。
今回の遠足を通して、仲間との親

睦を深めるとともに、宮島の歴史
や文化に触れる貴重な一日となり
ました。 
ダンスで魅力を発信
　９月17日（木）、せとうち交
流館にて「えひめの魅力再発見・
PR動画コンテスト」に向けたダ
ンスワークショップを開催しまし
た。スペシャルサポーターの指導
のもと、生徒は楽しく体を動か
し、短い時間ながらダンスの魅力
を全身で感じる貴重な機会となり
ました。

令 和 8 年 度 商 船 学 科 卒 業 式・　
専攻科修了式を挙行　　　　
　9 月 18 日（金）、本校におい
て商船学科卒業式・専攻科（海上
輸送システム工学専攻）修了式を
挙行し、卒業生 32 名、修了生 4
名に卒業証書・修了証書を授与し
ました。
　校長から、「これから歩む実社
会においては、自負心とともに責
任感を常に胸に抱き、培った知識・
技術・技能、そして N.T.S.（ノ
ンテクニカルスキル）を最大限に
発揮して社会に貢献されることを
期待している」との式辞が述べら
れました。
　卒業生総代は、「これからの人
生において、時には嵐に出会いコ
ースラインから外れてしまいそう
な時があるかもしれないが、あと

一歩踏ん張って軌道修正し、それ
ぞれの目的地まで航海を続けてい
きたい」と力強く答辞を述べまし
た。
　最後に登檣礼（とうしょうれい）
を実施し、「ごきげんよーう！」
の掛け声とともに全員の制帽が宙
を舞う中、新しい人生航路へと出
航しました。
　

全国高専大会剣道競技　女子団
体戦 準優勝！
　9 月 6 日（日）、第 61 回全国
高等専門学校体育大会剣道競技が
福井市で開催されました。
　予選リーグでは、1 試合目に仙

台高専名取キャンパスに勝利し、
2 試合目の石川高専戦ではリード
を許す苦しい展開となりました
が、試合終了直前に逆転の一本を
決め、見事に予選リーグを突破し
ました。
　決勝リーグでは、1 試合目に旭
川高専に勝利し、2 試合目の明石
高専との対戦では、惜しくも大将
戦で逆転負けを喫しましたが、全
国の強豪校が集う中、女子団体と
して準優勝の快挙を成し遂げまし
た。
写真左から
情報工学科 1 年 
　宮本 実玲さん

情報工学科 5 年 
　藤原 歩華さん

情報工学科 2 年

　津國 禮朱さん

海
を
越
え
て
、
島
と
島
の
魅
力
を
つ
な
ぐ
　

弓削高等学校 https://ehm-yuge-h.esnet.ed.jp/

弓削商船高等専門学校 https://www.yuge.ac.jp/

学
び
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未
来
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出
航
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上島の文芸
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　今年もとべ動物園に幻想的なイルミネーション
が登場！光るみきゃんとのグリーティング＆撮影
会も予定しておりますので、ぜひご来場くださ
い！（料金は通常の入園料）

【開催日】11/7（土 )　11/14（土）　11/21（土）
　　　　 11/22（日）　11/28（土）
         　 12/5（土）　12/12（土）　12/19（土）

【時　間】17:00 ～ 20:30　
　　　　 ※とべ動物園最終入園時間 19：30

■問い合わせ　
　　とべ ZOO イルミネーション事務局　
　　　　　　　　　☎︎ 070-8528-0540　　　　　　　

 ◉ TOBE  ZOO  ILLUMINATION 　2026

　高校生等がいる県内の中・低所得世帯を対象
に、奨学のための給付金を支給します。
　支給には申請が必要ですので、詳しくはお通
いの学校（県外の学校に通う方は下記）までお
問い合わせください。

【期間】11/2（月）～ 11/27（金）
【対象】保護者等が愛媛県内に住所を有し、高
　　　 校生等を扶養している世帯で、保護者
　　　 等全員の市町民税・県民税所得割額の
　　　 合算額が 182,500 円未満の世帯

■問い合わせ　
　（国公立）県教育総務課施設厚生室
         　  　☎ 089-912-2924
　
　（私　立） 県私学文書課
　　　　　　☎ 089-912-2221

 ◉ 愛媛県公立・私立高等学校等奨学のため
　　の給付金について

　

●日　時　
　
　　
11月　7日（土）　  

　　　  9：00 ～ 17：00  
　　　会　場　弓削体育館 
　　　文化展
　　11月　8日（日）
　　　　 9：00 ～ 12：00　
　  　会　場　弓削体育館
　　　　 文化展・芸能発表会

　 主　催：上島町文化協会
　 

後　援：上島町教育委員会

　 ● 問い合わせ　上島町教育委員会 ☎ 77-2128

令和 8 年度 上島町文化祭

広報かみじま 2026.11 12



歳 出

項　　目 金　額 比 率 R6

 町税　 　 　3 5億7,332万円 7.5％ 8.0％

 繰入金 2億7,200万円 3.5％ 6.0％

 その他 4億9,441万円 6.5％ 6.5％

 地方交付税　 4 39億7,478万円 52.2％ 56.7％

 町債　　　　5 8億6,870万円 11.4％ 5.9％

 国庫支出金　6 5億4,868万円 7.2％ 7.3％

 県支出金　 6 6億3,822万円 8.4％ 5.9％

 その他 2億4,601万円 3.3％ 3.7％

歳 入 合 計 76億1,612万円 100.0％ 100.0％

【 歳 入 】

自
主
財
源
1

2

上島町決算報告

その他（自主財源）の内訳　
　使用料及び手数料　  1億5,533万円 
　寄附金　 　 8,324万円　　繰越金 　1億454万円

　諸収入 　 7,387万円　　その他　　7,743万円

その他（依存財源）の内訳　
　地方譲与税 2,799万円 
　地方消費税交付金 1億8,134万円 
　その他の交付金 3,668万円

　

一 般 会 計
令和6年度に比べ8億5,170万円の
増額となりました。歳 入

令和6年度に比べ8億3,180万円
増額となりました。　

用語の説明　　
1� 自主財源…町税・手数料・使用料・財産収入・寄附金

など、町が独自に調達できる財源
2 �依存財源…地方交付税のほか国庫支出金・地方譲与税・

県支出金など国や県に依存するかたちで調達する財源
3 �町税…町民税・固定資産税・軽自動車税・たばこ税など
4 地方交付税…どの市町村でも一定の行政サービスを行

えるように国から交付されるお金
5� 町債…町が一会計年度を超えて借入れたお金
6� 国庫 ( 県 ) 支出金…町が行う事業に対し、必要に応じて　　

国 ( 県 ) から交付されるお金　

用語の説明
　 �義務的経費…支出が義務付けられている人件費・扶助

費・公債費にかかる経費
	 投資的経費…道路の建設など、社会的資本整備に要す

る経費
　 �扶助費…高齢者や児童、障がい者などへの支援に要す

る経費
　　� 公債費…町の借入金の返済にかかる費用
　　� 物件費…町の事業に必要な消耗品や備品、委託料など

に要する経費
　　 �補助費等…町から民間や他の地方公共団体に対して交

付される現金的給付に要する経費
　　� 繰出金…特別会計の事務事業を補助するため、一般会

計から特別会計に支出する経費

令和7年度決算が 9月議会定例会で認定されました。　

項　　目 金　額 比 率 R6

 人件費 14億4,556万円 19.3％ 21.3％

 扶助費　　 2億6,207万円 3.5％ 4.9％

 公債費　　 11億3,157万円 15.1％ 17.4％

 物件費　　 12億2,661万円 16.4％ 18.0％

 補助費等　 7億5,980万円 10.1％ 10.3％

 繰出金　　 7億2,944万円 9.7％ 10.7％

 その他 1億7,697万円 2.4％ 3.1％

 普通建設事業費等 
　（うち災害復旧事業費）

17億5,967万円

（552万円）
23.5％

（0.1％）
14.3％

（0.1％）

歳 出 合 計 74億9,169万円 100.0％ 100.0％

義
務
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

投
資
的
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【 歳 出 】 
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　維持補修費　　　　　　 3,601万円　　 
　積立金  　　　　　　　9,855万円
　投資及び出資金 　　　　4,241万円　　

その他の内訳
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特別会計
特別会計とは、事業目的を限定
し、特定の収入と支出で経理を行
う会計です。

公営企業会計 公営企業会計とは、独立採算による特定の事
業を経理する会計です。

特 別 会 計 名 　 歳　　入 歳　　出 差引額
うち繰入金

国民健康保険 7億4,257万円 7,290万円 7億2,350万円 1,907万円

後期高齢者医療 1億7,646万円 5,000万円 1億7,563万円 83万円

介護保険 9億1,859万円 1億5,200万円 9億1,713万円 146万円

介護サービス 4,830万円 2,630万円 4,808万円 22万円

特別養護老人ホーム 4億4,010万円 1億3,200万円 4億3,738万円 272万円

国民健康保険診療所 6,034万円 5,272万円 5,995万円 39万円

へき地出張診療所 466万円 50万円 427万円 39万円

C A T V 6,819万円 3,130万円 6,458万円 361万円

魚島船舶 2億　608万円 3,700万円 2億　513万円 95万円

生名船舶 3億　884万円 1,880万円  3億 505万円 379万円

繰入金・・・一般会計から特別会計への
現金の移動を表します。法律等に
基づく支出や特別会計の赤字を補
填するための支出等があります。
7年度の総額は5億7,352万円。　

3年度 4年度 5年度 6年度 7年度 説　　明

町債残高 122億
409万円

112億
504万円

106億
6,338万円

96億
4,561万円

92億
1,621万円

町の町債残高（借金）の推移です。
※このうち約6割が交付税措置されます。

基金残高 27億
877万円

28億
2,894万円

25億
3,746万円

22億
3,737万円

20億
8,575万円

町の基金残高（預金）の推移です。

〜決算から見える　町の財政状況〜

収益的収支・・・事業の日常的な活動（サービスの提供など）による収入と支出を表すもの

公営企業会計名 収　入 支出 差引額　　うち一般会計補助金
上 水 道 2億4,655万円 650万円 2億1,751万円 2,904万円

下 水 道 4億6,357万円 2億7,815万円 4億6,197万円 160万円

簡易水道 6,112万円 3,920万円 6,101万円 11万円

資本的収支・・・施設の建設や改修など、将来の経営やサービス提供の維持・拡大につながる長期的な投資の収入と支出を表すもの

公営企業会計名 収　入 支出 差引額　　うち一般会計出資金
上 水 道 0万円 0万円 0万円 0万円

下 水 道 4,651万円 4,185万円 1億8,334万円 △1億3,683万円

簡易水道 117万円 117万円 3,787万円 △3,670万円

※不足額は当年度分の内部留保資金などから補てん
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3年度 4年度 5年度 6年度 7年度 説　　　明　

財政力指数 0.15 0.15 0.15 0.15 0.15
財政運営の自主性の大きさを表す指数で、数値が
高いほど自主財源の割合が高く、財源に余裕があ
ります。

経 常 収 支
比 率 89.1 93.2 94.9 94.5 89.9

財政構造の弾力性を示すものです。経常一般財源に
占める義務的経費等の割合で、数値の上昇は自由に
使える財源が少なくなることを意味しています。　

実質公債費
比 率 12.9 13.3 13.7 14.4 14.0

一般会計等が負担する借入金の返済額の標準財政
規模に対する比率です。18％以上になると地方債
を発行する際に国の許可が必要になります。　　　　

将 来 負 担
比 率 39.2 29.7 35.7 36.5 35.9

一般会計等が将来負担する実質的負債の標準財政
規模に対する比率です。350％以上になると、財政
健全化計画策定団体となります。

上島町決算報告

令和7年度の主な普通建設事業

魚島高井神島

各種財政指標

 水産物供給基盤機能保全事業
（弓削・岩城・魚島地区）　1億2,123万円

がけ崩れ防災対策事業
　　（弓削・生名地区）　　　1,170万円

水産環境整備事業
（弓削・生名・魚島地区）　1億2,100万円

弓削島

佐島

生名島

岩城島

赤穂根島

地方創生道整備事業　
（弓削地区）　3,813万円

上島クリーンセンター基幹的設備改良事業
　　 （弓削地区）　　4億6,533万円

因　島

漁港海岸メンテナンス事業
　（弓削・岩城・魚島地区）　　7,580万円

港湾海岸メンテナンス事業
　（生名地区）　　2,101万円

魚島船舶新造船建造事業
　　　　（魚島地区）　　　　6,761万円

公共施設LED化事業
（弓削・生名・岩城・魚島地区）　1億4,324万円

防災・安全交付金事業
　（弓削・岩城地区）　　1,437万円

広報かみじま 2026.1115



　
「
経
営
を
誰
に
任
せ
よ
う
か
」「
後
継

者
が
い
な
い
し
、小
さ
い
会
社
だ
け
れ
ど
、

誰
か
引
き
継
い
で
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。」

「
事
業
承
継
と
い
っ
て
、
何
か
ら
始
め
れ

ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」　
そ
の
よ
う

な
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
愛
媛
県
事
業
承
継
・
引
き
継
ぎ
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、
国
が
設
置
し
た
公
的
機
関

で
す
。
秘
密
厳
守
・
安
心
・
無
料
で
、

経
営
者
の
み
な
さ
ん
の
ご
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
時
間 

平
日
９
時
〜
17
時

　
　
※
年
末
年
始
・
祝
日
を
除
く

●
場
所 

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
愛
媛 
別
館

　
（
松
山
市
久
米
窪
田
町
4
8
7-
2
）

●
支
援
内
容　
①
事
業
承
継
・
引
継
ぎ

に
関
す
る
ご
相
談 

②
事
業
承
継
を
進
め

る
た
め
の
事
業
承
継
計
画
の
策
定 

③
事

業
引
継
ぎ
に
お
け
る
譲
受
、
譲
渡
企
業

を
見
つ
け
る
た
め
の
マッ
チ
ン
グ
支
援

●
問
い
合
わ
せ
先　
　

　
愛
媛
県

　
事
業
承
継
・
引
継
ぎ

　
　
　
　
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
０
８
９-

９
４
８-

８
５
１
１

お知らせ

　

■科　名　メカトロニクス科（機械・メンテナンス・電気
　　　　技術者）、自動車整備科（二級整備士）、メタ
　　　　ル技術科（溶接技術者）

■訓練期間　令和 9 年４月～（２年間）
■中期募集期間　令和８年１1 月 9 日～12 月４日必着
　　　　　　　　（選考料２,２００円）
■中期試験日　令和８年 12 月 11 日（金）
■授業料　 月額９,９００円
■その他　 寮あり（男性用）

●問い合わせ 　
　愛媛県立新居浜産業技術専門校 ☎︎０８９７-４３-４１２３　

愛媛県立新居浜産業技術専門校
令和 9 年度中期入校生募集開始

　
－輸血が必要な患者さんを救うため
　　　皆さまの助け合いをお願いします！－

　輸血などに使われる血液製剤は献血で提供された血液から
つくられます。献血は命を救う身近なボランティア！！
　この機会に是非、献血にご協力をお願いします。

●献血バスが来ます！
　上島町においては下記の日程で献血バスによる献血を
実施します。多数の皆さまのご協力をお願いいたします！
※待ち時間短縮のため、前日までに事前予約をお願い
いたします。（予約無しでも献血できます。）

日　時　11 月 5 日（木）14：00～15：30
場　所　弓削総合支所

●予約・問い合わせ  　
　愛媛県赤十字血液センター　　☎︎０８９-９７３-０７５５

●
日
時　
11
月
27
日（
金
）13
時
〜
16
時　

　
　
　
　
（
受
付
開
始　
12
時
30
分
〜
）

　
※ 

Z
o
o
m
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
配

　
　
信
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す

中
高
年
世
代
活
躍
応
援
講
演
会

（
対
面+

オ
ン
ラ
イ
ン
）
の
ご
案
内

●
場
所　
松
山
市
民
会
館 
小
ホ
ー
ル

　
　
　
　

 

（
愛
媛
県
松
山
市
堀
之
内
）

●
内
容　

　
第
1
部 

杉
村
太
蔵
氏
講
演
会

　
　
　
　
　
13
時
〜
14
時

　
第
２
部 

就
職
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
14
時
10
分
〜

　
　
　
　
　
　
講
師　
渡
部
博
之
氏

　
第
３
部 

支
援
策
紹
介 

14
時
50
分
〜

　
第
４
部 

個
別
相
談
会 

15
時
〜
16
時

　
※ 

詳
細
は
愛
媛
労
働
局
中
高
年
世
代

　
　
活
躍
応
援
H
P
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

●
対
象　
中
高
年
世
代
（
概
ね
35
歳
～

　

59
歳
の
方
）
お
よ
び
そ
の
ご
家
族
、

　

知
り
合
い
の
方

●
定
員　
会
場
参
加
先
着
50
名

●
申
込
締
切
日

　
　

11
月
25
日（
水
）17
時
ま
で

●
そ
の
他　
参
加
無
料
・
服
装
自
由

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

 

中
高
年
世
代
活
躍
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
事
業
事
務
局（
愛
媛
労
働
局
委
託
事
業
）

〈
受
託
企
業
〉
㈱
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド

 

松
山
支
社
☎
０
８
９-

９
６
１-

１
１
７
３

　

m
ty@

lec.co.jp

　▲中高年世代
　　活躍応援HP

事
業
承
継
に
悩
む
中
小
企
業
を

全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

有
料
広
告有料広告を募集します！

広報かみじまに広告を掲載しませんか？　
詳しくは下記までお問い合わせください。

　広報かみじま:広報広聴係 ☎77-3952

▲支援センター
　HP
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上島町議会第３回定例会　

上
島
町
議
会
　
　

  
　
第
３
回
定
例
会

■
令
和
7
年
度
上
島
町
一般
会
計
・
特

別
会
計
及
び
公
営
企
業
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て（
14
議
案
）

　

 

｜
認
　 

定
｜

　
詳
し
く
は
、
13
〜
15
ペ
ー
ジ
の
「
上
島

町
決
算
報
告
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
7
年
度
決
算

そ

の

他

補

正

予

算

■
令
和
８
年
度
上
島
町一般
会
計
補
正

予
算（
第
3
号
）　　
　

｜
原
案
可
決
｜

会
計
名
一
般
会
計

補
正
額
　
　 

２
，3
０
０
万
円

総　
額
　
　
　
　
　
　

６
８
億
８
，5
０
０
万
円

内　
容
・林
道
三
石
線
法
面
災
害
復
旧
事
業　
　
　

・町
道
積
善
山
線
道
路
災
害
復
旧
事
業

本
定
例
会
は
９
月
９
日
（
水
）
に

開
会
し
、同
月
17
日
（
木
）に
閉
会
。

議
案
32
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。　

条

例

改

正

■
上
島
町
認
可
地
縁
団
体
印
鑑
の
登
録

及
び
証
明
に
関
す
る
条
例
の一部
を
改

正
す
る
条
例

　

地
方
自
治
法
施
行
規
則
の一部
改
正

に
伴
い
、
関
係
条
例
を
整
備
す
る
必
要

が
生
じ
た
も
の
。　

　
　
｜
原
案
可
決
｜

■
上
島
町
長
等
の
損
害
賠
償
責
任
の一部

免
責
に
関
す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る

条
例　

　
地
方
自
治
法
施
行
令
の一部
改
正
に
伴

い
、
関
係
条
例
を
整
備
す
る
必
要
が
生

じ
た
も
の
。

　
　
　
　
　
　
｜
原
案
可
決
｜

■
上
島
町
体
験
研
修
施
設
条
例
の一部

を
改
正
す
る
条
例　

　
上
島
町
体
験
研
修
施
設
の
利
用
料
金

の
見
直
し
に
伴
い
、
関
係
規
定
を
整
備
す

る
必
要
が
生
じ
た
も
の
。

｜
原
案
可
決
｜

■
上
島
町
景
観
条
例
の一部
を
改
正
す
る

条
例　

　
都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の一部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
上
島
町
景

観
条
例
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
必

要
が
生
じ
た
も
の
。　

｜
原
案
可
決
｜

■
上
島
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

令
和
8
年
11
月
16
日
を
も
っ
て
任
期

満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に
委
員
を

選
任
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
議
会

の
同
意
を
求
め
る
も
の
。

　
　
村
上　
貴
志
夫　
（
生
名
）

｜
同
　
意
｜

■
上
島
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

令
和
8
年
12
月
12
日
を
も
っ
て
任
期

満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に
委
員
を

選
任
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
議
会

の
同
意
を
求
め
る
も
の
。

　
　
山
下　
正
弘　
（
弓
削
）

　
　
　
　
｜
同
　
意
｜

■
上
島
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　

令
和
8
年
9
月
21
日
を
も
っ
て
、
委

員
の一人
が
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
次

の
者
を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
。

　
　
原　
智
裕　
（
岩
城
）｜

同
　
意
｜

■
上
島
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　

令
和
8
年
11
月
18
日
を
も
っ
て
、
委

員
の一人
が
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
次

の
者
を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
。

　
　
大
舩　
英
夫　
（
魚
島
）

　
　
｜
同
　
意
｜

■
愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
の
共
同

処
理
す
る
事
務
の
変
更
及
び
規
約
の
変

更
に
つ
い
て　

　

令
和
9
年
度
か
ら
愛
媛
地
方
税
滞
納

整
理
機
構
の
共
同
処
理
す
る
事
務
に
国

民
健
康
保
険
法
の
規
定
に
基
づ
き
保
険

者
が
賦
課
徴
収
す
る
国
民
健
康
保
険
料

の
滞
納
処
分
等
を
加
え
、
愛
媛
地
方
税

滞
納
整
理
機
構
の
共
同
処
理
す
る
事
務

を
変
更
し
、
同
機
構
規
約
を
変
更
す
る

こ
と
に
つ
い
て
関
係
市
町
と
協
議
す
る
た

め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

｜
原
案
可
決
｜

■
愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
規
約
の

一部
を
改
正
す
る
規
約

　
愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
規
約
の一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
３
条
第
１
号
中
「
並
び
に
森
林
環

境
税
」
を
「
、
森
林
環
境
税
」
に
改
め
、

「
さ
れ
て
い
る
森
林
環
境
税
」の
次
に「
並

び
に
国
民
健
康
保
険
法
の
規
定
に
基
づ
き

保
険
者
が
賦
課
徴
収
す
る
国
民
健
康
保

険
料
」
を
加
え
る
。

附
則　
こ
の
規
約
は
、
愛
媛
県
知
事
の

許
可
の
あっ
た
日
か
ら
施
行
す
る
。　

｜
原
案
可
決
｜

■
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

の
構
成
市
町
の
人
口
の
変
動
に
伴
い
、
算

定
基
準
に
基
づ
く
広
域
連
合
議
会
の
議

員
定
数
の
見
直
し
を
行
う
必
要
が
生
じ

た
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

｜
原
案
可
決
｜
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上島町議会第３回定例会

令

過
事
案
に
つ
い
て
、
事
実
関
係
の
検
証
、

原
因
究
明
お
よ
び
再
発
防
止
策
な
ど
を

専
門
的
か
つ
中
立
・
公
正
な
立
場
か
ら

調
査
・
審
議
い
た
だ
く
た
め
、
第
三
者

委
員
会
を
設
置
し
、
３
名
の
委
員
に
委

嘱
状
を
交
付
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
委
員
会
に
お
け
る
調
査
・

審
議
結
果
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
適
宜

適
切
な
公
表
を
行
う
と
と
も
に
、
町
民

の
皆
さ
ま
へ
の
信
頼
回
復
と
再
発
防
止

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

７
月
７
日
に
は
、
愛
媛
県
町
村
議
長

会
全
員
協
議
会
が
上
島
町
で
開
催
さ

れ
、
県
下
全
町
の
議
長
が
上
島
町
を
視

察
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
挨
拶
と
案
内

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

７
月
８
日
、
松
山
で
開
催
さ
れ
た
道

路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
愛
媛
地
方
協

議
会
お
よ
び
愛
媛
県
市
町
道
整
備
促
進

期
成
同
盟
会
合
同
定
例
総
会
へ
出
席
。

総
会
後
に
は
愛
媛
県
知
事
、
愛
媛
県
議

会
に
対
し
道
路
整
備
に
関
す
る
諸
課
題

の
解
決
に
向
け
た
要
望
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

関
連
し
て
８
月
６
日
に
は
、
山
本
順

三
参
議
院
議
員
・
長
谷
川
淳
二
衆
議
院

議
員
・
井
原
巧
衆
議
院
議
員
御
同
行
の

も
と
、
愛
媛
県
内
道
路
関
係
期
成
同
盟

会
に
よ
る
東
京
で
の
合
同
中
央
要
望
を

実
施
し
ま
し
た
。

７
月
10
日
と
14
日
に
は
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
に
よ
り
、
本
町
の
地
方
創

生
への
取
組
を
ご
支
援
い
た
だ
い
た
企
業

に
対
し
、
感
謝
状
の
贈
呈
お
よ
び
善
行

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

鶴
見
サ
ン
マ
リ
ン
株
式
会
社
か
ら
は
弓

削
商
船
高
等
専
門
学
校
の
支
援
事
業
に

１
０
０
０
万
円
、
M
X
モ
バ
イ
リ
ン
グ

株
式
会
社
か
ら
は
本
町
の
地
方
創
生
事

業
に
１
０
０
万
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
両

社
の
ご
厚
意
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。７

月
17
日
、
愛
媛
県
漁
港
漁
場
協
会

総
会
が
開
催
さ
れ
、
上
島
町
が
漁
業
振

興
で
協
議
を
重
ね
て
い
る
水
産
庁
の
新

村
防
災
漁
村
課
長
の
講
演
が
あ
り
、
今

後
の
動
向
と
し
て
担
当
課
に
資
料
を
提

供
し
ま
し
た
。

７
月
18
日
に
は
、
松
原
海
水
浴
場
に

お
い
て
海
開
き
が
行
わ
れ
、
本
格
的
な

海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。
ま

た
、
翌
日
に
は
「
第
29
回
ゆ
げ
シ
ー
サ

イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
、

恒
例
と
な
っ
た
さ
ん
ま
レ
ー
ス
や
ウ
ォ
ー

タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
な
ど
を
通
じ
て
、
多
く

の
来
場
者
が
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
若
者
た
ち
を
中
心
と
し
た
、

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
継
続
さ
れ
、
地

域
の
に
ぎ
わ
い
に
つ
な
が
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

７
月
21
日
に
は
、
県
市
町
連
携
推
進

本
部
会
議
に
出
席
い
た
し
ま
し
た
。
こ

の
会
議
は
、
知
事
と
県
内
20
市
町
長
が

ま
ず
初
め
に
、
７
月
28
日
に
発
生
し

た
令
和
８
年
熊
本
地
震
お
よ
び
各
地
で

の
大
雨
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に

お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
、
心
よ
り
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

上
島
町
で
は
、
熊
本
地
震
に
対
し
て

愛
媛
県
と
連
携
し
な
が
ら
、
チ
ー
ム
愛

媛
と
し
て
人
的
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。

義
援
金
に
つ
い
て
も
日
本
赤
十
字
社
を

通
じ
て
被
災
地
に
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
10
年
前
と
同
様
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
更
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
ペ
ル
ー
の
土
石
流
災
害
や
国

外
で
多
発
し
て
い
る
自
然
災
害
に
お
い
て

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
も
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
、
１
日
も
早
い
救
助
と
復
旧
・

復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
、
令
和
８
年
第
３
回
定
例
会

を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
全
員
の

出
席
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
６
月
定
例
議
会
後
の
行
政
活

動
に
つ
い
て
の
詳
細
は
時
間
の
関
係
上
、

上
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
町
長
活
動

回
和

定

会

第
３

８

例
年

　

9
月
９
日
開
催

上
村
町
長
の
行
政
報
告

令

年

報
告
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
場

に
お
い
て
は
主
な
事
項
の
み
を
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

６
月
30
日
に
は
、
国
土
交
通
省
が
主

催
す
る
国
土
審
議
会
離
島
振
興
対
策
分

科
会
に
特
別
委
員
と
し
て
出
席
。
翌
７

月
１
日
に
は
、
全
国
離
島
振
興
協
議
会

に
よ
る
離
島
振
興
対
策
要
望
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。

主
な
要
望
内
容
は

①「
有
人
国
境
離
島
地
域
の
保
全
及
び

特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
に
係
る
地
域

社
会
の
維
持
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

の
早
期
改
正
・
延
長
実
現
に
関
す
る
緊

急
要
望
。

②
離
島
航
路
の
維
持
に
関
す
る
重
点
要

望
。

③
離
島
の
水
道
事
業
の
維
持
に
関
す
る

特
別
要
望
。

④
令
和
９
年
度
離
島
振
興
の
推
進
に
関

す
る
要
望
。

で
あ
り
、
６
班
に
分
か
れ
関
係
衆
参

国
会
議
員
約
３
０
０
名
を
訪
問
し
要
望

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

特
に
上
島
町
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
、

「
離
島
航
路
の
維
持
に
関
す
る
重
点
要

望
」
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
施
策
内
容

も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
上
島
町
議
会
に

も
資
料
を
即
日
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

７
月
２
日
に
は
、
岩
城
先
田
名
後
一

般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
埋
め
立
て
超
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一堂
に
会
し
、
県
と
市
町
が
そ
れ
ぞ
れ
の

強
み
を
生
か
し
な
が
ら
、
共
通
す
る
地

域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
連
携
し
た
取

組
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

今
回
の
会
議
で
は
、
部
活
動
の
地
域

展
開
や
災
害
対
応
物
資
の
備
蓄
・
供
給

体
制
の
強
化
、「E:N

 BA
SE

」
を
拠

点
と
し
た
県
内
市
町
の
共
創
に
向
け
た

取
組
、「V

elo-city 2027 Ehim
e

」

の
開
催
に
向
け
た
取
組
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
県
や
他
市

町
と
の
連
携
を一層
深
め
る
こ
と
で
、
地

域
課
題
の
解
決
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

７
月
23
日
、
愛
媛
県
自
転
車
新
文
化

推
進
協
議
会
総
会
に
お
い
て
、
自
転
車

新
文
化
の
普
及
・
拡
大
と
交
流
人
口
の

増
大
を
目
的
に
協
議
を
行
い
、
愛
媛
県

の
誘
致
に
よ
り
日
本
で
初
め
て
開
催
さ

れ
る
国
際
会
議
「V

elo-city 2027 
Ehim

e

」
に
向
け
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
国
際
会
議
は
、
世
界
の
先
進
事

例
に
触
れ
る
貴
重
な
機
会
で
あ
る
と
と
も

に
、
愛
媛
の
魅
力
発
信
や
交
流
人
口
の

拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
中
村
知
事

よ
り
、
大
会
成
功
に
向
け
た
「
オ
ー
ル

愛
媛
」
で
の
取
組
に
つ
い
て
、
市
町
へ
の

協
力
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

７
月
27
日
の
中
村
知
事
と
の
意
見
交

換
会
に
お
い
て
も
、
知
事
か
ら
、
自
転

車
新
文
化
の
推
進
や
来
年
開
催
さ
れ
る

「V
elo-city 2027 Ehim

e

」
に
向

け
た
取
組
に
つ
い
て
講
話
が
あ
り
、
台
湾

と
の
交
流
か
ら
「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
ま
な

み
」
の
開
催
へ
と
つ
な
が
っ
た
経
緯
や
、

自
転
車
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
へ
の
熱

い
思
い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

知
事
の
自
転
車
施
策
に
対
す
る
熱
意

と
、「V

elo-city 2027 Ehim
e

」

を
成
功
さ
せ
、
そ
の
意
義
を
広
く
発
信

し
て
い
こ
う
と
す
る
強
い
思
い
を
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

上
島
町
で
は
、「V
elo-city 2027 

Ehim
e

」
を
、「
世
界
に
上
島
町
を
知
っ

て
い
た
だ
く
絶
好
の
機
会
」
と
捉
え
、

明
る
い
将
来
に
つ
な
げ
る
た
め
、
関
係
者

と
の
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

途
中
経
過
で
す
が
、
上
島
町
は
世
界

各
国
の
参
加
者
が
県
内
の
自
転
車
施
策

や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
環
境
を
現
地
で
視
察

す
る
「
テ
ク
ニ
カ
ル
ビ
ジ
ッ
ト
」
の
対
象

と
な
り
、
世
界
の
自
転
車
施
策
や
ま
ち

づ
く
り
に
携
わ
る
方
々
を
本
町
に
迎
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
会
期
の
前
後
に
日
本
に
滞
在

す
る
海
外
参
加
者
を
上
島
町
へ
誘
客
す
る

「
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョン
」
に
向
け
た
ツ
ア
ー

造
成
な
ど
、
こ
の
国
際
会
議
を一過
性
の

も
の
と
し
な
い
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

こ
の
「V

elo-city 2027 Ehim
e

」

は
、
自
転
車
施
策
や
ま
ち
づ
く
り
に
携

わ
る
世
界
中
か
ら
の
参
加
者
の
方
々
に
、

本
町
を
実
際
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
ゆ
め

し
ま
海
道
を
は
じ
め
と
す
る
サ
イ
ク
リ
ン

グ
環
境
や
瀬
戸
内
海
の
多
島
美
で
構
成

さ
れ
る
上
島
町
の
魅
力
を
世
界
に
発
信

す
る
と
と
も
に
、
将
来
に
向
け
て
海
外
か

ら
の
誘
客
に
も
つ
な
げ
る
大
き
な
機
会
で

あ
り
、
本
町
の
将
来
を
決
定
づ
け
る
重

要
な
分
岐
点
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
の
後
の
知
事
と
の
意
見
交
換
で
は
、

愛
媛
県
に
よ
る
離
島
航
路
へ
の
新
た
な

支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
離
島
航
路
の
重

要
性
を
訴
え
、
さ
ら
な
る
支
援
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

７
月
30
日
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

声
を
広
く
お
聞
き
し
、
今
後
の
町
政
運

営
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
各
区
の
代
表
で
あ
る
区
長
の
皆
さ

ま
と
の
懇
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

本
会
で
は
、
事
前
に
い
た
だ
い
た
各

地
域
が
抱
え
る
課
題
や
町
政
に
対
す
る

ご
意
見
・
ご
要
望
に
文
書
で
回
答
し
、

更
な
る
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

８
月
１
日
、「
か
み
じ
ま
ふ
る
さ
と
夜

市
」
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
本
年
も

町
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
が
来
場
さ
れ
、

久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
家
族
や
友
人
、

若
者
同
士
が
笑
顔
で
語
り
合
う
姿
が
会

場
の
随
所
で
見
ら
れ
、
温
か
い
交
流
の

場
と
な
り
ま
し
た
。

今
や
、
こ
の
夜
市
を
目
的
に
町
外
か

ら
も
訪
れ
る
お
客
様
も
多
く
、
生
名
公

営
渡
船
も
時
刻
表
に
関
わ
り
な
く
、
27

便
を
増
便
す
る
ピ
ス
ト
ン
運
行
で
対
応

し
て
い
ま
す
。

当
日
は
立
石
港
や
因
島
側
に
も
、
警

備
会
社
に
依
頼
し
警
備
員
を
配
置
し
て

い
ま
し
た
が
、
非
番
の
公
営
渡
船
職
員

も
自
ら
陸
上
で
の
誘
導
を
行
って
く
れ
て

お
り
、
臨
機
応
変
に
全
力
で
対
応
し
て

く
れ
た
船
員
さ
ん
や
関
係
者
の
皆
さ
ん

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

８
月
６
日
、
過
疎
対
策
関
係
予
算
・

施
策
に
関
し
て
、
総
務
省
の
出
口
自
治

財
政
局
長
、
櫻
井
財
務
調
査
課
長
な
ど

へ
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
中

に
あ
っ
て
も
、
過
疎
地
域
が
住
民
生
活

を
支
え
る
社
会
基
盤
や
公
共
施
設
の
維

持
・
更
新
、
地
域
活
性
化
な
ど
の
取

組
を
着
実
に
進
め
る
た
め
の
重
要
な
財

源
で
あ
る
過
疎
対
策
事
業
債
に
つ
い
て
、

必
要
額
を
確
実
に
確
保
す
る
こ
と
を
直

接
お
伝
え
い
た
し
ま
し
た
。

８
月
７
日
に
は
、
海
事
産
業
の
未
来

を
共
創
す
る
全
国
市
区
町
村
長
の
会
に

よ
り
、
海
事
立
国
推
進
議
員
連
盟
会
長

で
も
あ
る
山
本
順
三
参
議
院
議
員
並
び

に
井
原
衆
議
院
議
員
御
同
行
の
も
と
、

酒
井
国
土
交
通
副
大
臣
、
足
立
海
事
局

長
、
寺
田
国
土
交
通
審
議
官
、
西
村
自
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民
党
選
挙
対
策
委
員
長
な
ど
へ
陳
情
を

行
い
ま
し
た
。

造
船
業
は
、
昨
秋
に
誕
生
し
た
高
市

政
権
に
よ
る
日
本
成
長
戦
略
本
部
に
お

い
て
、
官
民
の
連
携
で
重
点
投
資
す
る

17
の
戦
略
分
野
に
明
記
さ
れ
、
昨
年
末
、

国
土
交
通
省
と
内
閣
府
は
造
船
業
再
生

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
発
表
し
、
さ
ら
に
政
府

が
閣
議
で
決
定
し
た
総
合
経
済
対
策
に

お
い
て
、
経
済
安
保
上
の
重
要
な
分
野

に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
民
間
努
力
で
支

え
て
き
た
造
船
業
に
、
や
っ
と
国
策
と
し

て
光
が
当
た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
国
の
動
き
に
感
謝
を
申

し
上
げ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
国
に

よ
る
造
船
業
界
への
イ
ン
フ
ラ
・
設
備
投

資
等
へ
の
支
援
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ワ
キ

テ
ッ
ク
硬
式
野
球
部
の
誕
生
に
よ
っ
て
若

い
人
材
の
確
保
・
定
着
に
顕
著
な
効
果

が
現
れ
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
現
場
で

働
く
人
た
ち
の
待
遇
改
善
や
福
利
厚
生

の
充
実
を
強
く
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

同
日
に
は
、
東
京
で
の
要
望
活
動
の

合
間
に
、
７
日
付
で
異
動
さ
れ
た
国
交

省
・
総
務
省
幹
部
の
方
々
に
挨
拶
回
り

を
行
い
、
上
島
町
の
現
状
説
明
と
要
望

を
お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

８
月
15
日
に
は
、
愛
媛
県
県
民
文
化

会
館
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
で
の
、
令
和
８
年

度
愛
媛
県
戦
没
者
追
悼
式
に
参
列
い
た

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
上
島
町
遺
族
会

を
代
表
し
て
、
町
内
の
戦
没
者
の
ご
遺

族
８
名
も
参
列
さ
れ
、
知
事
か
ら
戦
没

者
へ
の
追
悼
の
言
葉
や
愛
媛
大
学
合
唱

団
に
よ
る
献
唱
の
元
、
厳
粛
な
雰
囲
気

の
中
で
戦
没
者
を
追
悼
す
る
と
と
も
に
、

平
和
の
尊
さ
を
改
め
て
考
え
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
私
も
ご
遺
族
や
関
係
者

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
戦
争
に
よ
っ
て
失

わ
れ
た
多
く
の
尊
い
命
に
思
い
を
寄
せ
る

と
と
も
に
、
戦
後
81
年
を
迎
え
、
戦
争

の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
を
次
の
世
代

へ
語
り
継
い
で
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
改

め
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。

さ
て
、
国
の
来
年
度
予
算
概
算
要
求

基
準
が
７
月
30
日
に
閣
議
了
解
さ
れ
ま

し
た
。

高
市
政
権
下
で
の
取
り
ま
と
め
は
初

め
て
で
、
27
年
度
は
「
責
任
あ
る
積
極

財
政
」
と
強
調
さ
れ
、新
設
さ
れ
た
「
強

く
豊
か
な
日
本
」
投
資
枠
に
は
シ
ー
リ

ン
グ
を
設
け
ず
、
補
正
予
算
に
依
存
し

て
き
た
政
策
を
当
初
予
算
に
計
上
す
る

方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
概
算
要
求
総
額
は

１
４
０
兆
円
を
超
え
、
４
年
連
続
で
過

去
最
大
と
な
る
見
通
し
で
あ
り
、
例
年

以
上
に
厳
し
い
予
算
編
成
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

一方
、
上
島
町
の
令
和
７
年
度
決
算
に

お
け
る
財
政
状
況
で
す
が
、
地
方
公
共

団
体
の
財
政
の
健
全
性
を
判
断
す
る
４

つ
の
指
標
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
実
質
公
債

費
比
率
」
は
、
１
４・０
％
と
な
り
、
前

年
よ
り
０・４
％
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

減
少
の
要
因
と
し
て
は
、
事
業
の
見

直
し
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
、
地
方
債
の

償
還
に
と
も
な
い
、
元
利
償
還
金
の
額

が
減
少
し
た
こ
と
、
普
通
交
付
税
の
額

が
増
加
し
た
こ
と
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
の
１
４・０
％
と
い
う
数
値
は
、
国

が
示
す
早
期
健
全
化
基
準
25
％
や
地
方

債
の
発
行
に
際
し
て
県
の
許
可
が
必
要

と
な
る
18
％
を
下
回
って
お
り
、
健
全
な

数
値
を
示
し
て
お
り
ま
す
が
、
将
来
的

に
財
政
構
造
の
硬
直
化
を
招
か
な
い
よ

う
、
今
後
も
地
方
債
の
新
規
発
行
抑
制

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
７
月
24
日
に
愛
媛
県
よ
り
普

通
交
付
税
額
の
決
定
通
知
が
あ
り
、
令

和
８
年
度
の
上
島
町
へ
の
普
通
交
付
税

は
３
３
億
４
２
５
６
万
４
千
円
で
、
前

年
度
比
９
４
６
万
１
千
円
、
０・３
％
増

と
な
って
い
ま
す
。

そ
の
要
因
は
、
町
民
税
等
の
増
に
よ

り
基
準
財
政
収
入
額
は
増
加
し
た
も
の

の
、
給
与
改
定
や
物
価
高
に
対
応
し
た

算
定
の
ほ
か
、
臨
時
財
政
対
策
債
償
還

基
金
費
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
基
準
財
政
需
要
額
が
増
加
し
た
た

め
で
す
。

今
後
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
将

来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

を
行
う
た
め
、
独
立
採
算
を
原
則
と

す
る
企
業
会
計
の
使
用
料
見
直
し
に
つ

い
て
も
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、

議
会
や
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。結

び
に
、
今
年
は
４
年
に一度
の
サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、
世

界
中
に
感
動
を
与
え
た
の
は
ご
案
内
の

通
り
で
す
。
日
本
代
表
も
優
勝
を
目
指

せ
る
実
力
を
つ
け
、
そ
の
試
合
内
容
は

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
上
に

私
が
日
本
人
と
し
て
誇
り
を
覚
え
た
の

は
、
使
用
し
た
ロッ
カ
ー
ル
ー
ム
を
試
合

後
に
毎
回
整
理
整
頓
し
、
感
謝
の
言
葉

や
折
り
紙
を
残
し
て
去
っ
た
日
本
代
表

の
行
動
で
す
。
ま
た
、
森
保
監
督
が
敗

戦
後
に
ピ
ッ
チ
に
向
か
っ
て
90
度
の
お
辞

儀
を
す
る
姿
や
、
日
本
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が

ス
タ
ン
ド
を
清
掃
す
る
姿
は
、「
規
律
、

秩
序
、
敬
意
を
重
ん
じ
る
姿
勢
は
世
界

中
の
模
範
」
と
も
称
賛
さ
れ
ま
し
た
。

上
島
町
は
小
さ
な
田
舎
町
で
す
が
、

ど
こ
に
も
負
け
な
い
歴
史
や
美
し
い
景

観
、
豊
か
さ
が
あ
り
ま
す
。

私
は
、こ
の
日
本
代
表
の
よ
う
に
「
強

さ
」
だ
け
で
は
な
い
「
品
格
」
を
持
ち

続
け
る
町
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。な

お
、
８
月
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
た
「
モ
ル
ッ
ク
世
界
大
会
」
に
お
い

て
、
上
島
町
の
職
員
が
所
属
す
る
チ
ー

ム
が
優
勝
し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
て
お

き
ま
す
。　

　
　
　
　
　
上
島
町
長　
上
村
俊
之
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から

　あなたにとって、SDGs とは何ですか。いつからかテレビや新聞に取り上げられ、偉い人がバッジを付
け、今やこのスローガンを見ない日はない SDGs。だけど、17 個もあるというゴールは覚えられないし、
自分事には感じないなあ。そう感じている人は多いのではないでしょうか。
　私はその感覚こそ正しいと思うのです。全世界共通のゴールであると言うが、誰が、何を基準に決めた
のか。SDGs、すなわち持続可能な開発目標の「開発」とは何をすることで、それを「持続」させるとは
どういうことか。そう、全体的によくわからないのです。
　一方で、私たちの生活には、確かに不安なことが色々あります。気候変動による災害、国際情勢の緊迫、
物価の上昇と生活苦、若者の流出。そんな不安に、どう向き合っていくべきでしょうか。　

お知らせ

　4 月号から、上島町の補助制度やイベントなどを通して、自分たちの暮らしに身近な SDGs を紹介してきました。
今回は、毎年ビーチクリーンイベント「みんなのおそう島」を開催し、「目標 14　海の豊かさを守ろう」の実践
に取り組んでいる 国際教養大学 2 年生　兼頭 玄さんに、SDGs への思いについて寄稿していただきました。　

「上島町のくらし× SDGs」  　 ～あなたの願いが、世界を変える（前編）〜

■■ 問い合わせ
 　　企画情報課 
　　 ☎︎77-2500

vol.20

意外と似ている、ネパールと上島町　 　

　2026 年 8 月、私は約 1 週間ネパールに滞在しました。この国はインド
と中国に挟まれ、世界で一番高い山エベレストがある国です。私は田舎で
のホームステイでネパール人たちとの出会いを楽しみました。
　彼らは私を温かく迎え入れてくれ、地域内ではよく助け合って暮らして
いました。以下は、私の手記の一部です。
　“ホストのお宅では、子どもたちが暗くなるまで遊び、晩ご飯を一緒に食べ、賑やかで温かな日常を体験した。翌朝、
子どもたちが 6 時から私を散歩に連れ出す。「この草は風邪に効くんだよ」「癌の薬に使われてる草だよ」「オジギソウ、
知ってる？」と、色々な植物の葉を千切っては、どこか誇らしげに教えてくれる。暮らしの中に生きる知恵が根付い
ているのだ。一通り歩いたら、ホストブラザーの友達が家に招待してくれた。そして少女のご両親が朝のチャイをご
ちそうしてくれたのである。”

　私は故郷の上島町で、たくさんの「豊かさ」を感じてきました。おせったい、だんじりをやったこと。
筍やきのこの採り方を教わったこと。島にいたからこそ、人の温かさを知ることができたし、自然の中で
生きるということを理解することができました。こんな世界で最高の故郷を将来世代に残したい、そう思
ってきました。
　そして、ネパールの村の優しくてゆったりした空気と時間は、どこか上島町の「豊かさ」に似ていまし
た。 私は滞在期間を通して、世界中に豊かさが眠っていることに気づかされたのです。
　「何もない」と思われがちな小さな島、小さな村にこそ豊かさが存在するということを意識した時、身
近なところにこそ未来の希望があるのだと分かりました。
　一方で、小さな地域には困りごとも多いでしょう。次回は、その困りごとと地域が持つ豊かさを、どう
すれば未来につなげられるのか、私の考えをお話ししたいと思います。

筆 者 の 紹 介
兼 頭   ⽞ 　 2 0 0 7 年 3 ⽉ 3 1 ⽇ ⽣ 。0 歳 から 1 5 歳 まで ⼸ 削 島 で 過 ご す。

2 0 2 5 年 愛 媛 県 ⽴ 松 ⼭ 東 ⾼ 等 学 校 卒 。現 在 は 秋 ⽥ 県 の 国 際 教 養 ⼤ 学 に 在 学

中 。来 年 度 からの 1 年 間 の 交 換 留 学 に 向 け て 準 備 中 。やっぱり島 の ひじきが ⼀

番 おいしいと思っている。い つ か 、か わ い い お 嫁 さんと島 に 戻ってくるの が 夢 。
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お知らせ

　○疲れやコリをとるためや、気持ちがいい等の疲労
　　回復目的
　○疾病予防のため

国民健康保険・後期高齢者医療保険からのお知らせ

　○あんま・マッサージ　　　
　　筋麻痺・関節拘縮などで、医療上マッサージを
　　必要とする症状がある場合
　○はり・きゅう
　　神経痛・腰痛症・頸椎捻挫後遺症・五十肩・リ
　　ウマチ・頚腕症候群

◆ 医療保険が使える施術

◆ 医療保険の対象とならないものの例

◆ 治療を受けるときの注意点
　○医師の同意が必要です。また継続して治療を受ける場
　　合は、定期的に医師の同意を受けなければなりません。
　○往診にかかる費用（往療料）は、歩行不能・歩行困難
　　など、通院できない特別な事情がある場合に医療保険
　　が使えます。（施術所が遠い、交通の便が悪い等は医
　　療保険の対象となりません）

　○骨折、脱臼、打撲、ねんざ等（肉離れなどを含む）
　　※骨折および脱臼の時は、応急手当の場合を
　　除き、医師の同意が必要です

◆ 医療保険が使える施術

◆ 医療保険の対象とならないものの例
　○日常生活での疲れや肩こり、腰痛、筋肉疲労
　○ケガはないが、気持ちがいい等の疲労回復目的
　○脳疾患後遺症などの慢性病や症状の改善がみら
　　れない長期の治療
　○整形外科等、病院で治療中の部位

◆ 治療を受けるときの注意点
　○負傷の原因を正しく伝えましょう。
　○治療が長引く場合は、一度医師の診断を受けま
　　しょう。

あんま・マッサージ・はり・きゅう
（正しいかかり方）

整骨院、接骨院（柔道整復）
（正しいかかり方）

■ 問い合わせ 各総合支所住民課または町民生活課

　　　　　　　　
弓削 　住 民 課　☎77-2503

　　　　　　　　生名　町民生活課　☎76-3000
　　　　　　　　岩城　町民生活課　☎75-2500
　　　　　　　　魚島　町民生活課　☎78-0011

最低賃金改正のお知らせ
●県内すべての労働者に適用される「愛媛県最低賃金」が改正されました。
●これにより、11月1日以降分の賃金は、1時間1,093円以上とする必要があります。
●業務改善助成金、キャリアアップ助成金等の各種支援制度の活用をご検討ください。

◆愛媛労働局ホームページ

◆問い合わせ先

　愛媛労働局　賃金室　  ☎089-935-5205
　今治労働基準監督署　　☎0898-32-4560　　　　　　　　

愛媛県最低賃金

時間額 1,093円
　適用開始日　R08.11.1
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●●申し込み・問い合わせ　　　
　自衛隊愛媛地方協力本部今治地域事務所　　
　☎/　　0898-33-0038

定期的にせとうち交流館にて説明会を実施していますのでお気軽にお越しください。

平和を仕事にする。 陸・海・空自衛官募集　　　　
募集種目 種目概要 応募資格 受付期間 時　　期

一般曹
候補生

・現場における部隊活動の中核を担います。
・入隊２年9 ヶ月以降、選考によって曹に昇進

18歳以上33歳未満
　（新卒予定者含む）　 ～ 11/20(金)

１次試験 11/28(土) ～ 12/6(日）
２次試験  1/ 7(木) ～ 13(水）
※それぞれの期間中のうち1日 

２等陸・海・空士
（任期制自衛官）

・陸は２年、海・空は３年を１任期として勤務す
る任期制隊員です。

・選考により継続任用も可能、更に曹・幹部への
道も開かれています。

18歳以上33歳未満
　（新卒予定者含む）

年間を通して
受付中

年間を通して実施
詳細はお問い合わせください。

高等工科
学校生徒
（一般）

・高度なテクノロジー教育により、国際社会でも活
躍できる陸上自衛官となる人材を養成する学校

・充実した学習環境で、高度な専門知識と逞しさを
持つ人材を育成

令和9年４月１日現在
15歳以上17歳未満の男子

（新卒予定者含む）
～ 1/14(木)

　1次試験 1/23(土）・1/24(日）
2次試験 2/11(木）〜 14日(日）
※それぞれの期間中のうち1日

自衛隊
奨学生

・プロフェッショナルな自衛官を目指す学生を、
選考により自衛隊奨学生として採用し、学資金
を貸与してその就学を助成

・卒業後は所定の手続きにより、一般幹部候補生
として採用されます。

令和9年４月１日現在
理学、工学、語学、法学を専攻している者
(今後専攻しようとする者を含みます。）
26歳未満（大学院在学者は28歳未満）

～ 1/29(金) 令和９年２月20日（土）

Fax
▲QRコード

お知らせ

　性犯罪、性暴力、配偶者等への暴力、
ストーカー行為、セクシャルハラスメン
トなどの暴力は、女性の人権を侵害す
るものであり、決して許されない行為で
す。ひとりで悩まず、相談してくださ
い。また、身近に悩んでいる人がいる場
合には、相談機関の連絡先を伝えてくだ
さい。

「女性に対する暴力をなくす運動」　
11 月 12 日（木）〜 25 日（水）　　

　弓削総合支所 住民課　　 ☎︎77-2503
　生名総合支所 町民生活課 ☎76-3000
　岩城総合支所 町民生活課 ☎︎75-2500
　魚島総合支所 町民生活課 ☎︎78-0011
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10
月
号
に
引
き
続
き
、
令
和
元
年
の

試
験
経
過
を
お
話
し
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
令
和
元
年
試

験
で
す
が
、
当
時
、
報
告
書
に
載
せ
な

か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

試
験
開
始
前
の
７
月
、
試
験
樹
に
は

非
常
に
多
く
の
果
実
が
な
っ
て
お
り
、

後
々
の
裂
果
数
調
査
が
非
常
に
煩
雑
に

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

裂
果
数
調
査
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減

し
よ
う
と
、
裂
果
し
そ
う
な
奇
形
、
ヘ
ソ

開
き
、
ス
ジ
果
な
ど
の
不
良
果
実
は
あ

ら
か
じ
め
あ
ら
摘
果
し
て
お
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。
裂
果
率
で
い
え
ば
、
摘
果
し
て

裂
果
前
の
果
実
数
を
減
ら
す
と
分
母
が

小
さ
く
な
り
、
む
し
ろ
裂
果
率
が
上
が

る
の
で
は
？
と
思
い
ま
し
た
が
、
ピ
ー
ク

時
に
は
数
十
個
の
裂
果
を
毎
日
数
え
る

こ
と
に
な
る
の
は
大
変
・
・
と
考
え
た
わ

け
で
す
。

　

こ
の
時
、
摘
果
の
程
度
と
裂
果
率
の

関
連
を
意
識
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

唯
々
、
着
果
数
を
減
ら
し
て
お
こ
う
と
の

思
い
か
ら
、
摘
果
前
後
の
果
数
は
調
査

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
し
、
比
較

す
る
た
め
に
試
験
列
の
う
ち
１
列
だ
け

を
無
摘
果
で
残
し
て
い
ま
し
た
。当
時
は
、

一
般
に
は
「
裂
果
す
る
か
ら
摘
果
は
控
え

よ
う
」「
多
潅
水
を
な
る
べ
く
継
続
す
る

よ
う
に
」と
い
う
の
が
主
流
で
し
た
か
ら
、

９
月
か
ら
少
量
多
潅
水
に
移
行
す
る
時

に
、
あ
え
て
無
摘
果
列
を
そ
の
ま
ま
全
量

潅
水
を
継
続
す
る
区
に
設
定
し
ま
し
た
。　

そ
の
結
果
は
、
裂
果
が
始
ま
る
と
無
摘

果
列
で
は
毎
日
う
ん
ざ
り
す
る
ほ
ど
膨

大
な
裂
果
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
う
で

す
。
先
月
号
に
も
掲
載
し
た
図
１
の
裂

果
率
推
移
グ
ラ
フ
の
前
半
の
大
き
な
差

は
、
裂
果
が
始
ま
る
前
の
あ
ら
摘
果
の

　

表
１
に
、
こ
の
試
験
で
の
樹
容
積
、

 特　集
・甘平 〜その 6 〜　 

しまなみ
農業だより

 

１ 

令
和
元
年
試
験
の

　
　
も
う
一
つ
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

 

2  

裂
果
前
の
着
果
数
（
推
定
）

　
樹
容
積
当
た
り
の
裂
果
前
推
定
着
果

数
（
F
）
で
は
、
潅
水
量
100
％
区
（
無

摘
果
）
は
55
果
、潅
水
量
67
％
区
（
摘
果
）

は
そ
の
約
半
分
の
27
果
、
潅
水
量
50
％

区
（
摘
果
）
は
さ
ら
に
そ
の
30
％
減
の
約

20
果
で
し
た
。
当
初
の
着
果
数
は
不
明

で
あ
る
も
の
の
裂
果
前
の
着
果
量
は
、
潅

水
量
67
％
区
（
摘
果
）
に
設
定
し
た
試

験
樹
は
潅
水
量
100
％
区
（
無
摘
果
）
の

50
％
、
潅
水
量
50
％
区
（
摘
果
）
に
設

定
し
た
樹
は
同
35
％
の
着
果
量
と
な
る

ま
で
摘
果
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

最
終
着
果
数
（
G
）
＝
収
穫
果
数
は

7
～
9
果
程
度
と
あ
ま
り
差
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
最
終
推
定
裂
果
率
（
H
）
は

そ
れ
ぞ
れ
83
％
、
72
％
、
61
％
と
、
あ

ら
摘
果
し
着
果
数
を
抑
え
た
方
が
裂
果

率
を
低
下
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

収
穫
果
数
は
、
あ
ま
り
差
が
み
ら
れ

ず
潅
水
量
100
％
区
（
無
摘
果
）
の
ほ
う

が
若
干
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
収

穫
果
に
は
階
級
・
品
質
に
大
き
な
差
が

あ
り
ま
し
た
。

　

来
月
号
で
は
収
穫
果
の
品
質
を
比
較

す
る
と
と
も
に
、
適
正
着
果
量
に
つ
い
て

考
察
し
ま
す
。

 

3 

摘
果
の
程
度
（
推
定
）
と
裂
果
率

累
積
の
裂
果
数
、
最
終
の
収
穫
果
数
、

裂
果
状
況
を
示
し
ま
す
。
樹
容
積
（
B
）

は
春
梢
の
伸
長
停
止
、
春
葉
が
展
開
完

了
し
、
夏
梢
が
発
生
し
始
め
る
前
の
６

月
末
の
状
況
で
、
7.5
～
8.3
㎥
程
度
で
し

た
。
累
積
裂
果
数
（
C
）
は
潅
水
量
100

％
区
（
無
摘
果
）
で
は
１
樹
あ
た
り
300

果
を
超
え
て
最
も
多
く
、
最
も
少
な
か

っ
た
潅
水
量
50
％
区
（
摘
果
）
で
も
約

100
果
と
な
り
ま
し
た
。
最
終
の
収
穫
果

数
（
D
）
は
同
様

に
66
果
、
57
果
で

す
。
裂
果
以
外
の

要
因
で
収
穫
に
至

ら
な
か
っ
た
果
実

が
あ
る
と
は
思
い

ま
す
が
、
影
響
は

小
さ
い
の
で
こ
こ

で
は
無
視
し
裂
果

前
の
着
果
数
を
推

定
し
ま
し
た
。
裂

果
前
推
定
着
果
数

（
E
）
＝
累
積
裂

果
数
（
C
）
＋
収

穫
果
数
（
D
）
と

し
ま
す
と
、
潅
水

量
100
％
区
（
無
摘

果
）
は
414
果
、
潅

水
量
50
％
区
（
摘

果
）
は
160
果
と
な

り
、
潅
水
量
67
％

区
（
摘
果
）
の
累

積
裂
果
数
や
推
定

着
果
数
227
果
は
、

有
無
（
果
実

生
育
期
前
半

の
着
果
数
の

差
）
が
影
響

し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
、

後
日
、
あ
ら

摘
果
の
重
要

性
を
認
識
す

る
に
至
り
ま

し
た
。

そ
れ
ら
の
中
間
の
値
を
示
し
て
い
ま
し

た
。
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消 防 だ よ り

火災・救急・救助は

　各保育所と消防団の合同により、下記のとおり防火パ
レードを実施しますので、お時間がとれる方は沿道で園
児にご声援をお願いします。

　　　　【幼年消防クラブ防火パレード日時】

生名保育所　令和８年１１月５日（木）
　　　　　　　場所　保育所から立石港まで
岩城保育所　令和８年１１月６日（金）
　　　　　　　場所　保育所から岩城港まで
弓削保育所　令和８年１１月９日（月）
　　　　　　　場所　保育所から佐島港まで

　※時間はすべて１０時～１１時で行います。

幼年消防クラブ防火パレードの実施について １１月９日は「１１９番の日」

　火災・救急・救助などの緊急時には、119 番による
通報をお願いします。　

　　
　
【119 番通報時に伝えて欲しいこと】

①災害の種類
　「火事」か「救急」か、どちらかを伝えてください。

②場所（住所）
　消防車や救急車が向かう場所（住所）、建物など目印に
なるものを伝えてください。

③状況の詳細
　「火事」・・なにが燃えているのか
　　（燃えている物、逃げ遅れや負傷者の有無）
　「救急」・・だれがどうなっているのか
　　（年齢、性別、怪我や病気の症状など）

④通報者の情報
　あなたの名前と連絡先を教えてください。

　　
☆現場が確認でき次第、消防車や救急車は直ちに
出動しますので、安全な場所で落ち着いて説明
してください。
　

秋季全国火災予防運動の実施について　

　毎年 11 月 9 日から 15 日までの１週間を『秋季全国火災予防週間』と定め、火災への注意
が呼びかけられています。これからの季節は、空気が乾燥して火災の発生しやすい気象状況が
続きます。火の取り扱いには十分注意し、火災を起こさないように努めてください。

令和 8 年度全国統一防火標語　

「火の確認　いい日を支える　いい習慣」

令和 8 年9月出動件数　

（令和8年9月３0日現在）

地区 弓削 生名 岩城 魚島 その他 合計 R8 累計

火災    0   0 　0  ０  0   ０ 　0

救急   27 15  12  0  0 54 359

【上島町消防署】 　　　　　   ☎77-4118
【上島町消防本部消防防災課】　　☎77-3166

共に守ろう、大切な人とふるさとを
消防団員絶賛募集中！

林 野 火 災 注 意 報・警 報 の 発 令 について

　令和８年１月１日から林野火災の防止を目的として「火災予防条例」
の改正を行い「林野火災注意報・警報」の運用を開始しています。　

【林野火災注意報発令基準】
① 乾燥注意報が発表されているとき。
② 最大風速５メートル以上が見込まれるとき。
③ 乾燥注意報発表日を基準に前後１２日間の平均降水量が３ミリ以下となっているとき。
　（前 10 日・当日・後１日）

【林野火災警報発令基準】
① 林野火災注意報の発令基準に加え、強風注意報が発表されたとき。
② 気象の状況が火災予防上危険であると認めたとき。

【注意報・警報の周知、広報について】
　林野火災に関する注意報・警報を発令した場合は、防災アプリにより周知を行います。
また、火災とまぎらわしい煙等を発する届出の受付時や車両広報時には、たき火等の中止
をお願いしますので、ご協力をお願いします。

愛 媛 県 で は「 愛 媛 県 林 野 火 災 ア ラ ート 」
の 運 用 を 行 って い ま す 。

広報かみじま 2026.1125



戸籍だより 

死 亡 ご冥福をお祈りいたします

松
まつうら

浦　修
しゅうこ

子	 8月31日	　   ８９歳（岩城）
村
むらかみ

上　 保
たもつ

　	 9月 3日　　	９４歳（弓削）
加
か の う

納八
や え み

重美	 9月 3日	　　８３歳（岩城）
村
むらかみ

上　速
は や と

人	 9月 5日	　　６６歳（生名）
檜
ひ が き

垣　次
つ ぎ え

枝	 9月 5日	　　７７歳（弓削）
山
やまもと

本　和
か ず お

雄　 	 9月 7日	　　８８歳（弓削）
畑
はた

　　景
け い こ

子	 9月 9日	　　８８歳（弓削）
村
むらかみ

上萬
ま よ み

代美	 9月11日	　　９１歳（弓削）
深
ふかみず

水美
み え こ

惠子	 9月13日	　　９４歳（生名）
西
に し は ら

原ト
と し え

シエ	 9月21日	　　８９歳（岩城）
村
むらかみ

上　瑞
み ず こ

子	 9月25日	　　９２歳（生名）
上
う え だ

田　和
か ず え

枝	 9月25日	　　９３歳（岩城）
村
む ら か み

上知
ち え こ

惠子	 9月29日	　　９１歳（岩城）

人口の動き 令和8年9月30日現在
※（　）は前月比です。

【人口の増減】
転入等 ２０人　転出等 ３３人　出生 0人　死亡 １５人　

区分 男 女 合　計 世帯数

弓　削 １, ３９０
（▲１２）

1, ３０１
（▲７）

２, ６９１
（▲１9）

１, ７２６
（▲１３）

生　名 ６２５
（３）

６７７
（▲１）

１, ３０２
（２）

７９７
（５）

岩　城 １, ００５
（▲ 4）

７３４
（▲ 5）

１, ７３９
（▲９）

１, ０６４
（▲６）

魚　島 ７０
（０）

５３
（▲２）

１２３
（▲２）

８８
（▲ 2）

合 計 ３，０９０
（▲１３）

２, ７６５
（▲ 1 ５）

５，８５５
（▲２８）

３, ６７５
（▲１６）

■締切 11月４日(水)
■投稿方法　各総合支所への投稿または
メール（kikaku-joho@town.kamijima.ehime.jp）
★　赤ちゃんの顔写真１枚
★　①住所　②名前　③性別　
　　④生年月日　⑤保護者名
　　⑥電話番号　⑦メッセージ　

令和７年 1 2 月 生 ま れ の赤ちゃん写真募集

H A P P Y  B I R T H D A Y

１歳 の お 誕 生 日 お め で とう

■弓削総合支所 住 民 課　☎0897-77-2503
■生名総合支所 町民生活課　☎0897-76-3000
■岩城総合支所 町民生活課　☎0897-75-2500
■魚島総合支所 町民生活課　☎0897-78-0011

【一般寄付】
鈴木　喜雄　  500,000円　社会福祉のために

※戸籍だよりは、上島町各総合支所窓口へ届け出に
来られた方で、掲載の了解をいただいた方のみを掲
載しています。掲載をご希望の方は、上島町各総合
支所住民課または町民生活課へご連絡ください。11月16日生まれ　　

北
き た の

野　汀
なぎさ

くん（弓削）

この先も１番の味方で１番の
宝物です！ 
海来＆未羽

M E S S A G E

11月21日生まれ
持
もちどめ

留　旭
き な り

凛くん（生名）

生まれてきてくれてありがとう！
男は度胸! 強い漢になれ！
悠里＆愛莉

M E S S A G E

次の方に寄付をいただきました。紙上より厚く
お礼申し上げます。

寄 付 
敬称略／ 9月30日までの受付

【ふるさと納税（上島町宛）】
山口　寧生　　 金一封　「子供が元気なまちづくり」に関する事業
金畑　元一 　 24,000円　上島町ゆめしま奨学金
中野　健吉　　 24,000円　「子供が元気なまちづくり」に関する事業
長谷川達也　　 金一封　上島町ゆめしま奨学金
藤井加奈子　 　金一封　「人が元気なまちづくり」に関する事業
樋口　達也　　 金一封　「子供が元気なまちづくり」に関する事業
髙橋　大我　　金一封　弓削商船高等専門学校の支援
松田　芳和  　 15,000円　上島町ゆめしま奨学金
横森　茂樹　　　24,000円　「子供が元気なまちづくり」に関する事業
川崎　公二　　 金一封　上島町ゆめしま奨学金
井上　公夫　 　金一封　「人が元気なまちづくり」に関する事業
吉田　知弘　 　10,000円　「人が元気なまちづくり」に関する事業
※一般寄付、ふるさと納税を行っていただいた方のうち、氏
名等の広報紙への掲載については、希望された方のみ掲載し
ています。　　
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行事カレンダー行事カレンダー

今月の税金の納期限 
納期限までに必ず納めましょう 11/30（月）

○ 国民健康保険税第 5 期分
○ 後期高齢者医療保険料第 5 期分

上島町 11月行事カレンダー・潮汐表　　
 日   予　　　　　定 潮 高　　潮 低　　潮

 時刻 潮位  時刻 潮位  時刻 潮位  時刻 潮位

1日 (日) 小  2:24 292 15:55 337  8:58  49 22:07 155

2日 (月) 小  3:33 272 17:11 322 10:06  74 23:30 155

3日 (火) 文化の日　　スポレク体育館休館日　　　　 小  5:05 263 18:28 318 11:30  93 -  -

4日 (水) 行政相談（生名３分団集会所 10：00 〜 11：30）　 長  6:41 273 19:34 321  0:54 139 12:58  98

5日 (木) 健康相談（岩城総合支所２階 10：00 ～ 11：00）　 若  7:57 297 20:27 326  2:00 113 14:13  94

6日 (金) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 中  8:57 323 21:12 330  2:51  85 15:12  89

7日 (土) 上島町文化祭（弓削体育館　文化展 9：00 〜 17：00）　　 中  9:48 346 21:51 331  3:34  60 16:02  86

8日 (日) 上島町文化祭（弓削体育館　文化展・芸能発表会 9：00 〜 12：00） 中 10:32 362 22:27 328  4:13  41 16:45  89

9日 (月) 　 大 11:13 370 22:59 322  4:49  28 17:25  98

10日 (火) スポレク体育館休館日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
健康相談（せとうち交流館 9：30～10：30） 大 11:51 369 23:29 312  5:22  23 18:02 110

11日 (水) 秋の特定健診・がん検診（せとうち交流館 9：00〜11：30）　　　　　　　　大 12:28 362 23:58 300  5:55  24 18:38 125

12日 (木) 大 13:04 350 - -  6:26  32 19:12 141

13日 (金) 中  0:26 287 13:41 335  6:56  44 19:47 155

14日 (土) 中  0:55 273 14:19 319  7:28  60 20:26 167

15日 (日) 愛媛県知事選挙　　 中  1:27 259 15:03 303  8:03  78 21:12 176

16日 (月) 小  2:07 245 15:55 290  8:45  97 22:11 178

17日 (火) スポレク体育館休館日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
健康相談（魚島地域交流センター 10：00 ～ 11：30） 小  3:08 232 16:56 282  9:40 116 23:24 171

18日 (水) ５歳児健診（生名保健センター 受付① 12：00 〜　受付② 12：30 〜） 小  4:44 227 18:01 280 10:54 131 - -

19日 (木) 長  6:22 238 18:59 284  0:35 154 12:19 136

20日 (金) 健康相談（生名総合支所 10：00 ～ 11：00） 若  7:35 263 19:48 292  1:31 129 13:36 132

21日 (土) 中  8:31 293 20:31 301  2:16 100 14:37 122

22日 (日) 中  9:20 324 21:12 310  2:57  70　15:29 112

23日 (月) 勤労感謝の日　　 中 10:05 351 21:52 318  3:37  41 16:15 104

24日 (火) スポレク体育館休館日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
まめちびクラブ（生名保健センター 10：00 ～ 11：30）　　 大 10:49 372 22:31 324  4:17  15 16:59  99

25日 (水) デイケア（岩城保健センター 13：30 ～ 15：00） 大 11:32 386 23:12 325  4:57  ▲ 4 17:43  99

26日 (木) 　 大 12:17 391 23:54 323  5:38  ▲ 15 18:27 102

27日 (金) 大 13:02 387 - -  6:22  ▲ 16 19:12 107

28日 (土) 中  0:38 316 13:50 376  7:07  ▲ 7 20:01 114

29日 (日) 中  1:27 304 14:42 359  7:56  11 20:53 120

30日 (月) 中  2:22 290 15:37 341  8:50  35 21:52 123
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百歳高齢者表彰について　

　町内在住の数え百歳（大正15年４月２日～昭和
2年4月1日生まれ）の長寿者で、承諾をいただいた
上記3名を含む5名の方に、内閣総理大臣、愛媛
県知事、上島町長から、お祝い状と記念品が贈呈
されました。　　
　このほか町敬老事業として、数え百一歳以上の
12名の方、数え八十八歳を迎えられる89名の方に
商品券が贈呈されました。誠におめでとうございま
す。　

▲  渡部 文雄 さん　 ▲  横山 久枝 さん

おめでとうございますおめでとうございます

（松村 せつ さん）※お名前のみ掲載希望　

●問い合わせ　せとうち交流館
　　上島町弓削下弓削 1037-2 
　　☎ 77-2252　　 77-2292Fax

 

☆一般書☆　　　　タイトル 作　　者 タイトル 作　　者

夜明けのはざま 町田　そのこ スナックふたり 川上　弘美

屁理屈と哲学 小川　哲 身代わり空（上）警視庁犯罪被害者支援課４ 堂場　瞬一

あなたにだけ許す距離 一木　けい 身代わり空（下）警視庁犯罪被害者支援課４ 堂場　瞬一

少年ＡＢＣの完璧な選択 結城　真一郎 時計泥棒と悪人たち 夕木　春央

魔女の体力40歳、女性が体力をつけるべきとき イ・ヨンミ おむこさんは殺人鬼 荒木　あかね

シュレディンガーの密室 麻根　重次 幽子さんの心霊鑑定 しんいち

朝焼けキッチンカー 秋川　滝美 にぎやかなひとり飲み 武塙　麻衣子

アラームが鳴らないうちに 川口　俊和

●ご利用案内　開館時間 ８:30 ～ 17:15　

◦ てまり(てまりグループ)　　　　　

※入荷次第貸出となりますので、ご了承ください。

種類 貸 出 限 度 貸出期間

図書 1人5冊まで(うち新着本 2冊) ３週間

DVD 1人3本まで(うち新着DVD １本) １週間
新着 DVD 3 日間

 せとうち交流館だより　せとうち交流館だより　
 ≪メディア室・展示室のご案内≫

☆児童書☆　　　　タイトル 作　　者 タイトル 作　　者
ドラえもんひみつ道具大事典 藤子・Ｆ・不二雄 きれてる（？と！のえほん２） 鈴木のりたけ

奇妙でフシギな話ばかり ブルース・コウヴィル からだンス ひらぎみつえ

「もしも？」の図鑑　もっと楽しい！恐竜たちの飼い方 土屋　健 ちかてつのぎんちゃん 鎌田　歩

宇宙人のいる教室 長谷川　まりる 絵本はたらく細胞4注射はこわくない！熱中症とおたふくかぜ 牧村　久実

 ■ 愛媛県立図書館の図書を借りることができます。受付までお問合せください。
  ■ 図書のリクエストを受け付けています。

令和８年11月新着図書　　

　上島町の食、文化、移動など、まちの情報をひとつの地図に
まとめた、地域密着型のデジタルマップができました。観光に

　上島町のデジタルマップができました！

訪れたお客様だけでなく、ぜひ町民の皆さ
まも、デジタルマップでまちを巡って、楽しん
で、発見してみてください！
　二次元コードからデジタルマップをご覧
いただけます！


